
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１５教区第３０６番長徳寺 

住所：福島県いわき市三和町下永井字横山１１３ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・先の見通しが立たず、経済的な問題も抱えている。 

・放射能汚染の影響があるが、寺院所在地の放射線量は低いと考えている。 

・法事が減少した。 

檀信徒の現状 
・震災で自宅に住めなくなった方や、放射能汚染の影響により避難を強い 

られている檀家があるが、連絡先はほぼ把握できている。 

地域の現状  － 

復興の状況 

・３割程度復旧が進んでおり、３年以内の完了を目指している。 

・墓地の入り口まで飛ばされた無縫塔及び台座を修復した。 

・崩壊したブロック擁壁に代わり、L型擁壁で壁を修復した。 

（H25.9.12現在） 


